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本i    さ 子 ・ 関 崎 悦 子 ・ 栄　 昭 博

田 恵 次 郎・ 関 崎　 仁

〔(社)日 本 家 政 学 会

目 的:　 缶 詰 に 使 用 さ れ て い る 原 料 池 脂 心it 、 不 飽 和 脂 肪 酸4 多 く 含 有 す る 植 物 油 脂 が 使

さ れ る 傾 向irc あ る 。　ま た 原 料 油 脂 の 性 状 お よ び 脂 肪 酸 組 成 に つ い て は 、 多 く の 報 告 よ り

ら か と さ れ て い る が 、 し か し 、 缶 詰 にi- け る 性 状!>■ よa' 脂 肪 酸 組 成 に つ い て は 、 報 告 が

な い 。 そ こ で 、 本 実 験 で は 、 国 内 産・外 国 産 の 油 漬 缶 詰 に お け る 、 油 の 一 般 性 状を 検 討 し

の で 報 告 す る 。

方 法ご　油 漬 缶 詰 は 、県 内 の 大 手 お よi>- 中 小 ス ー パ ー よ り 供 試 料 と し て 購 入 し た 。FOLCH 法

り 抽 出 し た 脂 質 に つ い て 、 酸価・ヨ ウ 素 価･ケ ン 化 価 おi  び 薄 層 クa     マ ￥グ ラフィーi   り 分 画

it    ト') グ リ セ リ ド 分 画 の 脂 肪 酸 組 成 に つ い て、 塩 酸 メ タ ノ-   ルiS  に よ り 、 メ チ ル エ ス テ

化 を 行 い 。 ガ ス ク ロ マ ト グ ラフィ ー を 行 っ た 。

結 果;　 酸 化 価 は 、 コ ンV     a   ーA.   なて 比 べ 、 酸 敗 の 傾 向r  s> っ 欠 。 喚 鴨 、 試 料 Ｂ で は 、 顕 著

あ っ た 。 ヨ ウ 素 価 おI    び ケ ン 化 価 は 、 試 料A  お よ びD で 、=･ ン ト ロ ―   A'と 類 似 す る 傾 向

示 し た が 、 試 料B ・C  お よ びE で 、 異 た る 傾 向 を 示 し た 。 薄 層 ク ロ マ ト グ ラフィー にI  り 脂

分 画 を 分 離 同 定 し た 結 果 、 試料A ・D お よ びE  は 、 コ ン1-      ロ ー ル と 同 じ 、 ７ 種 類 の 脂 質 分

を 同 定 確 認 し た 。 し か し 、 試 料B  お よ びC で は 、 ・ ン ト ・ ― ル お よ び 他 の 試 料 と 異 な る

画 を 示 し た 。　ガ ス クロ マ ト グ ラフィーj:   り 脂 肪 酸 組 成 を 分 画 し た 結 果、 原 料 油 脂 と 異 な る

肪 酸 組 成 を 認 め る も の も あ っ た 。
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ノコ（り･J ン脂噴（n 脂肪酸組 成にっ･･ で

山it 実 包政　　 叙 井　 勝

目 釣　 キI コ の 脂 肪 穀 組 成･ り 対 他t.  afい いi>- n  ^  る 目 的t  釧 れ 竹 ぺ^  乙* ヽ り,   既 に 全

脂"I  で 刺 ヽS 脂 竣<n  組 成 に ）u  z  は 靭 告i  z  き 瓦 の ど',   今El  は'J   > 11  哨 引U 咄 畦 禰 成 に-i  n

で 恥^  ?  ? 。

i ほ　 喫 験 に 便 晒 し 驚 キ ノ コ は 郡 山 市1*1  辺 ど 採 取 し た 野 主 守I コA.  以` 今I?  の4'  錯 品 ど り

ろ 。 脂 笥 の 抽 出^^    ')  D ロ １、
，L

 4    ,    >   V   >    -   
，1-

 （2    :　1   )    ど 竹 な ヽ･F 山 にt に 毒 じ-Z  淑 戊 し ，

ワDD    ふ 応 μ/%  £ 威 ・ 虜 瑞 しI Rg 1 ｌ 'If 良.      'J   ンHI  質n  々 画 に は 々A  酸 力7    U   ワ ロ マ ト7"

ラ フ'■ -  芭 印 い,  脂 咄 椴 組 成I* 力り1 ロ ″ﾏI- ﾜ ’゙う つ"^  -  r- よ'J  令 折 し た 。

鈷 堅　 キ ／ コ の リ ン 脂 噴 名l  
，^;恥

狗*3  K･I    z 。4  %  a) *  ・ がｸ 穴, 一 般I こ 肪 賃-^ ＼・'If

尽 い も の は リ ン 脂 噴 令1 も 今 ね･ 目 唆 向 に め ゐ 。c  か し を 脂 噴 中 の ク ン 脂'I  の 占 め 弓t'l  令/ ま

脂 肇'E  s の'Ir  な1 卜 も<n  ｱ）力 が’むL  ろ 力 ‥ 噸 后 ＼z あ リ,   同-  キJ コf ｀も ー 傘^  面 柄 の 脂 噴 食

i の 襄n-  う も<n  z･ ,^ － 破 に 笛Iffi <r) 力 が丿 ン 服 噴 口f'l'g  が 夕 い. リ ン 脂t  ^ 構 成%  i 能 咄 蛙

に't 脂 隻 同 疵 り ´ 一 応 酉l ， 才 し イ 。酸,  り し ミ チ ン 気,  ス 可?  り^･ 蔵 霧と･4""’主2."  あ リ-  崎

に りI    -   し面t が^OVo  Uﾉ,i  ■£ 占V>    3  も め が 大 半 ご あ ・rt.     X  ノ 寺 りY  どIt  i 紀4 種 の 脂 肪 酸

01 他u リ ノ し ン 載 が2ﾀ･/｡ 以 二fa-  めb'  肛,     ＼ の･?'.'ん だ け･)    j    ー 叱 聚 忿 篭 ま砥 か ・ だ 。 を 稿^

や 中'i･"f ilS  箪Z ば オ レ う い 屹,       ス 牙 了')    ン翁 ， ケ ト7. 牙7 リ ン 戴 ち と］`が` ﾀﾀ く 誕 め ）ヽ 孔^ 岑 ノ

D    ご も 。') ン 脂 呟 の 脂 航 戦･ 乖11  r 恥 もn  j    －Iし 酸 が` 金 聾 を ＆ 妬2   為，り,     キ/    ^   ■ヽ 種 数 に よ

・ 笈 は じじ較 的 十 飛 い よ らI-  悒- *  孔 行 。


